
中新里諏訪山古墳（児玉郡神川町）

前方に中新里諏訪山古墳が見えてくる



　　　前方後円墳で左手が後円部、右手が前方部である



　　　　丁度「くびれ」の位置辺りに説明板が立っている



　この図を見て分かるように一部墳丘が削られて道路となっている（図の左側）/６世紀中ごろの築造とされる



　　　　　　　それでは反時計回りに墳形を見てみよう



　　　　南に立ち、前方部から後円部方向を見る/主軸はほぼ南北に沿っている



　　　　南東から/右手に後円部の墳頂にある祠が見える



　　　　古墳を背にして墓地がある



　東から/左手が前方部、右手が後円部



　　　　　　北東から/盾形の周溝が巡っていたとされる



　　　　　　　北に立ち、後円部から前方部方向を見る



　　　北西から/この辺りが大分削られてしまっているところ



　　　　さて、墳丘を登り前方部から祠のある後円部を見る





　　　　　後円部の墳頂にある祠





　　振り返って後円部から前方部を見る



　　　　後円部の墳頂から西の方角を見るとこんな風景



　ところで後円部西側の墳丘法面には石室の一部であったかと思われる石（緑泥片岩か？）が散乱していた



　後円部西側に片袖型の横穴式石室の入口があったとされる
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